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資料３ 

「東京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析に係る 

中間取りまとめ（案）」について 

 

令和３年１月２７日 

原 子 力 規 制 庁 

 

１．経緯・趣旨 

東京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析については、令和２年１２月

２３日の第４７回原子力規制委員会において、検討状況及び今後の対応につい

て報告した。その後、令和３年１月２６日の東京電力福島第一原子力発電所にお

ける事故の分析に係る検討会（以下「事故分析検討会」という。）において、「東

京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析に係る中間取りまとめ（案）」（以

下「中間取りまとめ（案）」という。）を取りまとめた。 

本日は、中間取りまとめ（案）について報告するとともに、意見募集の実施に

ついて諮る。 

 

２．中間取りまとめ（案） 

 中間取りまとめ（案）は、調査・分析の検討内容を記述し、事故分析検討会の

経緯や調査手法などの事実関係を記載した参考資料及び記述の内容を詳細に論

述した別添資料から構成している。中間取りまとめ（案）を別紙に、そのポイン

トを参考に示す。 

 

３．意見募集の実施 

 ２．で示した中間取りまとめ（案）は、行政手続法（平成５年法律第８８号）

の命令等には当たらないものであるが、科学的・技術的な観点から幅広く議論、

活用されるべきものであることから、広く意見の募集を行うこととする（令和３

年１月２８日（木）から令和３年２月２６日（金）までの３０日間）。 

 

４．今後の予定 

（１）取りまとめに向けた予定 

令和３年３月上旬 

  事故分析検討会において、意見募集の結果等を踏まえた「中間取りまと

め」を取りまとめる。 
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令和３年３月中 

  事故分析検討会で取りまとめた「中間取りまとめ」を原子力規制委員会

に報告。 

 

（２）学協会等との情報共有 

  今般の調査・分析により得られた情報については、科学的・技術的な観点で

幅広く関係する機関等において議論、活用されるべきものであると考えてお

り、学協会をはじめ国内外を問わず、本中間取りまとめの内容について説明し、

議論することとする。 

 

 

以上 
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東京電力福島第一原子力発電所事故に係る
調査・分析の取りまとめのポイント

3

参考

第１章 原子炉格納容器からの放射性物質等の放出又は漏えい経路・箇所

１．１～４号機ＳＧＴＳ配管系の汚染状況とその形成メカニズム

２．１～３号機オペレーティングフロア及びシールドプラグ付近の放射線量と２，３号機シールド

プラグ下面における大量のセシウムの存在

第２章 原子炉建屋における水素爆発の詳細分析

１．３号機の水素爆発の詳細分析

第３章 原子炉冷却のために機能すべき機器の動作状況に関する検討

１．津波襲来から３号機のベント時点までの原子炉圧力容器の圧力挙動からみた機器の状況

２．３号機のベント以降の原子炉格納容器内の圧力変動からみた機器の状況

第４７回原子力規制委員会資料３（「東京電力福島第一原子力発電所事故に
係る調査・分析の中間取りまとめ（仮称）」に向けた対応について）別紙２を使用。
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第１章 １．１～４号機ＳＧＴＳ配管系の汚染状況とその形成メカニズム

4
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第１章 ２．１～３号機オペレーティングフロア及びシールドプラグ付近の放射線量と２、３号機シールドプラグ下面における
大量のセシウムの存在
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第２章 １．３号機の水素爆発の詳細分析

①３号機水素爆発時の映像

水素爆発（前駆爆発）による
原子炉建屋の変形後、

原子炉建屋南東部の屋根に
発生した火炎（水素を含む可
燃性ガスによるもの）

多段階事象説

調 整 中

映像処理後（６０コマ／秒）
０秒※

映像処理後（６０コマ／秒）
１秒

原子炉建屋中央天井部から
第２段階の爆発・燃焼による
爆煙が上昇

※映像処理前に火炎が最初に確認された

時点を０秒としている。

本資料の画像は、東京電力福島第一原子力発電所
における事故の分析のために、原子力規制委員会
が株式会社福島中央テレビ及び日本テレビ放送網
株式会社から提供を受けたものです。

本資料に掲載の画像を引用などで使用される場合
は、福島中央テレビ及び日本テレビの両社クレジット
を必ず記載し、また、原子力規制委員会の資料から
の引用であることを明記する必要があります。
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第２章 １．３号機の水素爆発の詳細分析

②３号機原子炉建屋内の損傷状況

原子炉建屋３階西側で確認された小梁
の損傷

原子炉建屋４階西側では、外壁は抜け
ているが、内部設備・鋼材の大規模な
損傷は見られない

令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影 令和元年１２月１２日原子力規制庁撮影

【３号機原子炉建屋 ３階】

【３号機原子炉建屋 ４階】

令和２年９月１８日原子力規制庁撮影
※360度カメラの映像から抽出しているため、画像が湾曲している。
※360度カメラの外側に汚染防止のための透明カバーを付けているため、光が屈折している場合がある。
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第３章 １．津波襲来から３号機のベント時点までの原子炉圧力容器の圧力挙動からみた機器の状況

３号機

３号機原子炉圧力
の挙動

主蒸気逃がし安全弁（ＳＲＶ）の構造概要

SRV安全弁機能の
作動開始圧力の低下
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第３章 ２．３号機のベント以降の原子炉格納容器内の圧力変動からみた機器の状況

３号機

３号機原子炉格納容器内
の圧力変動

自動減圧系（ADS）の動作を可能と
する設計意図と異なる条件の成立

- 9 -


